
　

（上）大きく亀裂が入った道路（円一町）▶
（下） 家屋の損壊が相次ぎ、ブルーシ ー
トが目立つ市中心部（本町周辺）　　　　　　　　　　　
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平
成
13
年
３
月
に
発
生
し
た
芸
予
地
震
は

三
原
市
内
に
も
大
き
な
被
害
を
与
え
、
私
た

ち
も
大
地
震
と
は
無
縁
で
は
な
い
こ
と
を
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
れ
か
ら
16

年
の
時
が
流
れ
、
そ
の
記
憶
は
人
々
の
中
か

ら
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
芸
予
地
震
か
ら
得
た

教
訓
を
忘
れ
ず
、
大
地
震
か
ら
命
を
守
る
た

め
に
常
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
た
ち
も
無
縁
で
は
な
い
大
地
震

　
平
成
13
年
３
月
24
日
15
時
28
分
ご
ろ
、
瀬

戸
内
海
の
安
芸
灘
を
震
源
と
し
て
発
生
し
た

「
平
成
13
年
芸
予
地
震
」は
、
震
源
に
近
い
広

島・愛
媛・山
口
の
３
県
を
中
心
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
地
震
の
規
模
を
示

す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
６・７
、最
大
震
度
は

６
弱
で
、
広
島
県
内
で
は
１
人
が
死
亡
、
１

９
３
人
が
重
軽
傷
を
負
い
、
約
３
万
７
千
棟

の
住
宅
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
本
市
で
も

震
度
５
強
を
観
測
、
多
く
の
人
が
負
傷
し
、

住
宅
被
害
が
出
ま
し
た
。
地
盤
の
も
ろ
い
急

傾
斜
地
で
は
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、電
気・ガ

イ ン タ ビ ュ ー

自主防災組織を立ち上げた皆さんに聞きました

　「防災には『地域の住民同士で助け合う』
という精神が欠かせません。自主防災組織
を立ち上げ、住民が防災・減災という目標
を共有できたことで、地域の結束も強まっ
たと感じています。協力して知識や技術を
習得することで、防災に対する視野が広が
り、応用力も高まりました」

宮
浦
中
央
町
内
会
防
災
会
会
長

　
　
　
　
　
稲い
な
ば
ひ
ろ
し

葉
裕
司
さ
ん

　「災害に備えて、住民の安否確認簿を作
成したほか、市の助成金を活用して公民館
に雨量計を設置するなどの取り組みを進め
ています。宗郷は昭和42年に発生した豪雨
災害で、土石流による大きな被害を受けま
した。これを教訓に、地域の連帯意識を高
めることを大切にしています」

宗
郷
町
内
会
自
主
防
災
部
部
長

　
　
　
　
　
　
土つ

ち
も
り森 

修お
さ
む

さ
ん

トが目立つ市中心部（本町周辺）　　　　　　　　　　　

特
集
　
平
成
13
年
芸
予
地
震
の
教
訓
を
忘
れ
な
い

問
危
機
管
理
課
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ス・水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、生
活
道
路

も
一
部
遮
断
さ
れ
、
公
共
施
設
も
被
害
を
受

け
る
な
ど
、
市
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
が

出
ま
し
た
。

　
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
芸
予
地
震
か
ら
16

年
。
そ
の
間
、国
内
で
は
新
潟
県
中
越
地
震
、

東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
な
ど
の
大
地
震

が
発
生
し
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。
芸
予
地
震
以
来
、
幸
い
私
た

ち
の
暮
ら
す
ま
ち
で
大
き
な
地
震
は
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、あ
の
日
の
記
憶
は
、

本
市
も
大
地
震
と
決
し
て
無
縁
で
は
な
い
こ

と
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

住
民
で
地
域
を
守
る
自
主
防
災
組
織

　
私
た
ち
は
あ
の
教
訓
を
心
に
刻
み
、
芸
予

地
震
を
知
ら
な
い
若
い
世
代
に
は
語
り
伝
え
、

自
助（
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
）・共
助（
地

域
で
助
け
合
う
）・
公
助（
行
政
に
よ
る
災
害

対
応
と
復
旧
）の
考
え
方
の
も
と
、ま
ず
一
人

ひ
と
り
が
防
災
に
真
剣
に
向
き
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
芸
予
地
震
か
ら
地
域
に
お
け
る

防
災
活
動
の
重
要
性
を
学
び
、
自
主
防
災
組

織
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内

で
１
１
８
団
体
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
各
組

織
で
は
防
災
器
具
な
ど
を
備
蓄
し
、
定
期
的

に
訓
練
や
防
災
講
座
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、

災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
発
生
が
予
測
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
で
は
、
本
市
で
も
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
過
去
の
災
害
を
教
訓
に
、
ま
ず
は
各
家
庭

で
で
き
る
防
災
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

地
域
や
近
隣
の
住
民
が
互
い
に
協
力
し
、
組

織
的
に
防
災
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
の
設
立
、
活
動
に
必
要
な

資
機
材
の
整
備
や
購
入
、
出
前
講
座
、
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
、
災
害
に
関
す
る
こ

と
は
危
機
管
理
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　避難後の生活必需品として、米・レトル
ト食品・缶詰などの食料品や飲料水（ポリ
タンクに貯蔵）は、最低３日分を用意しま
しょう。また、卓上コンロ（ガスボンベ）、
毛布や寝袋、洗面用具、携帯用トイレな
ども用意しておくとよいでしょう。

食料品や飲料水

非常 持ち出し品の例

貴重品

衣類など

救急医薬品

ラジオ・電池など

ほ乳びん・紙おむつ

　市では災害時の避難情報などを市民の皆さ
んへ一斉に伝えるため、屋外拡声子局（スピー
カー）を市内58カ所に設置し、昨年４月から
運用を始めました。このたび、検査のための
一斉試験放送を実施します。スピーカーの設
置場所は小・中学校などです。詳しい場所は
市ホームページで確認してください。
と　 き　27日（月）13時30分から2分間程度
問危機管理課（☎0848・67・6066）

と　 き　20日（月・祝）９時50分～13時
※受け付けは９時30分から。
※小雨中止。濃霧などでヘリコプターが飛来
できない場合があります。
と ころ　沼田川河川防災ステーション（新倉
二丁目）
内　 容　広島県防災航空隊ヘリコプターの模
擬訓練・機体見学など、各種防災体験、こ
ども防災体験、炊き出し体験、パネル展示
問危機管理課（☎0848・67・6197）

屋
外
拡
声
子
局（
ス
ピ
ー
カ
ー
）

一斉
試
験
放
送
を
実
施

命と暮らしを守る防災体験会
❖三原市防災ネットワーク❖

特集 ─ 平成１３年芸予地震の教訓を忘れない　　問問い合わせ先


